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令
和
４
年
８
月
３
日
か

ら
東
北
地
方
を
中
心
に
大

雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
か
ら
一
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。 

米 

坂 

線 
 

羽
前
椿
駅
～
手
ノ
子
駅
間 

米
坂
線
は
、
羽
前
椿
駅
～

手
ノ
子
駅
間
の
「
小
白
川
橋

梁
」
が
崩
壊
し
ま
し
た
。 

現
在
、
今
泉
駅
～
坂
町
駅

間
で
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送

を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

隣
接
す
る
国
道
１
１
３
号
線

も
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
一
部

通
行
止
め
、
及
び
片
側
通
行

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

軌
道
内
は
雑
草
が
生
い
茂

り
踏
切
遮
断
桿
等
は
取
り
外

さ
れ
て
い
ま
す
。 

   
                                       

 

基本理念 
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合 

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す 
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磐 

越 

西 

線 
喜
多
方
駅
～
山
都
駅
間 

磐
越
西
線
は
喜
多
方
駅
～

山
都
駅
間
の
「
濁
川
橋
梁
」

が
崩
壊
し
ま
し
た
。
現
場
は

喜
多
方
駅
か
ら
直
ぐ
の
所
で

す
。 

 

現
在
、
山
都
駅
～
野
沢
駅

間
で
一
部
列
車
の
運
転
と
、

喜
多
方
駅
～
野
沢
駅
間
の
代

行
バ
ス
の
運
転
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

秋
田
支
社
管
内
で
は
、
奥

羽
本
線
、
鷹
ノ
巣
駅
～
大
舘

駅
間
、
五
能
線
、
岩
舘
駅
～

鯵
ヶ
沢
駅
間
、
花
輪
線
、
鹿

角
花
輪
駅
～
大
舘
駅
間
な
ど

各
線
区
で
甚
大
な
被
害
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
復
旧
の
見

込
み
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
復
旧
ま
で
数
カ
月
か

か
る
線
区
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
７

月
２８
日
、「
平
均
通
過
人
員

２
、
０
０
０
人
／
日
未
満
の

線
区
の
経
営
情
報
」
を
開
示

し
ま
し
た
。 

 

今
回
被
害
に
あ
っ
た
線

区
も
対
象
線
区
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
最
も
厳
し
い
状

況
の
線
区
で
す
。 

 

ま
た
、
国
土
交
通
省
は
今

年
に
入
り
、
今
後
の
鉄
道
政

策
に
関
わ
る
有
識
者
会
議

を
立
ち
上
げ
、
公
共
交
通
の

再
構
築
に
向
け
た
議
論
を

進
め
、
７
月
下
旬
に
課
題
や

論
点
、
具
体
的
な
解
決
策
を

示
し
た
提
言
等
を
続
け
て

公
表
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
Ｊ
Ｒ

各
社
は
厳
し
い
経
営
状
況

と
な
り
、
ま
た
、
毎
年
発
生

す
る
自
然
災
害
の
復
旧
に

莫
大
な
費
用
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 

 

国
鉄
改
革
か
ら
３５
年
が

経
過
し
、
社
会
の
急
激
な
変

化
に
対
応
し
た
、
Ｊ
Ｒ
産
業

の
持
続
的
成
長
に
向
け
た

政
策
や
、
行
政
へ
の
対
応
が

今
後
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧

費
用
等
、
一
事
業
者
で
は
解

決
で
き
な
い
状
況
を
、
国
や

地
方
自
治
体
と
協
議
し
、
地

方
公
共
交
通
の
今
後
の
在

り
方
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
と
共
に
地
方
公
共

交
通
の
今
後
に
つ
い
て
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

磐越西線 濁川橋梁 


